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▲実際の授業の様子を覗く参加者
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９
月
19
日
、
県
立
只
見
高
等
学
校
の

体
験
入
学
が
行
わ
れ
、
県
内
各
地
か
ら

22
名
の
入
学
希
望
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
生
徒
は
、
授
業
参
観
や
部
活

動
見
学
を
行
い
、
高
校
生
活
へ
の
イ
メ
ー

ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
堀
金
楓
樺
さ
ん
は
、「
地

域
の
方
々
が
見
守
っ
て
く
れ
て
、
保
護
者

の
方
も
安
心
し
て
送
り
出
し
て
く
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
、
四

季
折
々
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
学
校
で

す
。」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
県
外
の
入
学
希
望
者
向
け

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明
会
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

８
月
28
日
、
只
見
高
校
体
育
館
で
、

只
見
高
校
生
と
只
見
中
学
生
を
対
象

に
、
新
潟
お
笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ａ

（
ナ
マ
ラ
）
の
森
下
英
矢
さ
ん
と
金
子

ボ
ボ
さ
ん
を
講
師
に
進
路
講
演
会
「
み

ん
な
で
つ
く
る
明
日
の
只
見
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な
ど
を
交
え
な
が

ら
終
始
笑
い
の
絶
え
な
い
講
演
会
と
な

り
、
中
・
高
校
生
も
、
笑
い
つ
つ
も
真

剣
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
二
人
は
体
験
談
を
交
え
な
が

ら
、「
進
路
は
本
気
に
な
れ
る
か
が
大

事
。
ど
ん
な
進
路
を
選
ん
で
も
本
気
に

な
れ
る
な
ら
ば
大
丈
夫
。」
と
お
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
、
只
見
小
学
校
で
、
不
審

者
が
校
内
へ
侵
入
し
て
き
た
場
合
を
想

定
し
た
防
犯
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
児
童
・
教
職
員
の

安
全
確
保
、
通
報
体
制
や
避
難
・
誘

導
体
制
の
確
認
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

防
犯
訓
練
後
は
、
只
見
駐
在
所
の

玉
川
所
長
と
加
藤
巡
査
長
か
ら
児
童
へ

向
け
て
講
話
が
行
わ
れ
、「
知
ら
な
い

人
に
声
を
か
け
ら
れ
て
も
付
い
て
い
か

な
い
」、「
何
か
あ
っ
た
ら
子
ど
も
ふ
れ

愛
の
家
へ
か
け
こ
む
」
な
ど
、
自
身
を

守
る
方
法
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
例
年
に
な
い
多
く
の
鳥
獣
被

害
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
只
見
町
有
害

狩
猟
鳥
獣
捕
獲
隊
（
以
降
捕
獲
隊
）
が

日
中
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
鳥
獣
の
追
い
払
い

駆
除
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

捕
獲
隊
長
の
深
津
さ
ん
（
大
倉
）
は
、

「
鳥
獣
が
良
く
出
没
す
る
場
所
な
ど
の

情
報
提
供
を
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
。
ま
た
、
捕
獲
隊
も
人
手
不
足

が
深
刻
な
の
で
、
わ
な
免
許
等
の
取
得

を
目
指
す
人
が
増
え
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
で
す
。
最
近
ク
マ
の
被
害
が
近
隣
町

村
で
増
え
て
い
る
た
め
、
畑
仕
事
等
を

す
る
際
は
、
音
の
出
る
も
の
を
身
に
つ

け
る
な
ど
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

只
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小
学
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訓
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」

只
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小
学
校「
防
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訓
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」

万
が
一
に
備
え
る

「
み
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で
つ
く
る
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日
の
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見
」

「
み
ん
な
で
つ
く
る
明
日
の
只
見
」

お
笑
い
芸
人
に
よ
る
進
路
講
演
会

▲講師の森下さん（左）と金子さん（右）

▲真剣に話を聞く児童たち

▲パトロール中、サルに遭遇し銃を構える深津さん
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令和2年度只見町の新型コロナウイルス感染症対策事業を紹介します令和2年度只見町の新型コロナウイルス感染症対策事業を紹介します

　国の第２次補正予算の成立に伴い追加配分される新型コロナウイルス感染症対応に係る地方創生臨時交付金
などを活用し、只見町が現在実施している事業及び今後実施される予定の事業（９月時点）を紹介します。

【概要】
１　事業総額　490,192千円（うち、国庫支出金（地方創生臨時交付金）　249,892千円）

２　只見町が４月から実施している新型コロナウイルス感染症対策全事業（９月時点）

No 事業名（主な事業内容）
事業費
（千円） 実施時期

1
2

3
4
5
6

7
8
9

10

11
12
13

14
15
16

17

18
19

20
21

22
23

24

25
26

27
28

29
30

31

4,650

6,497

8,640

19,500

3,052

24,620

500

10,000

310

9,500

1,000

247

87,500

126,600

3,635

2,653

30,000

50,000

799

8,243

385

674

809

18,000

2,500

14,720

8,000

16,000

11,500

2,500

17,158

490,192

実施中

完了

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

完了

実施中

R2.11～

R2.11～

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

実施中

R3.2～

R2.10～

R2.10～

R2.10～

実施中

R2.11～

R2.10～

R2.10～

公共的空間安全・安心確保事業（スリッパ滅菌ロッカー、体温検知カメラ設置）

必要物品供給事業（マスク全戸配布）

町立小中学校空間除菌装置整備事業（空気清浄器整備）

金利、保証料などの金融面での支援事業１（利子補給補助等）

金利、保証料などの金融面での支援事業２（利子補給補助）

飲食弁当事業者応援クーポン事業（町民一人あたり5,000円分給付）

地域の名産品魅力発信事業（ホームページ作成支援等）

公共的空間安全・安心確保事業（町内事業者支援）

各種相談・申請支援窓口開設事業（講師謝礼等）

プレミアム商品券発行事業（プレミアム商品券追加発行）

高校生を対象としたオンライン企業説明会（町負担金）

福祉施設等におけるオンライン通信環境整備事業（Wi-Fi設置）

町内利用商品券発行事業（町民一人あたり20,000円分給付）

特別給付金給付事業（町民一人あたり30,000円給付）

町ホームページ防災対策事業（災害時等の情報発信強化）

防災活動支援事業（マスク、パーティションの設置など避難所の整備）

事業継続支援金給付事業（個人事業主、中小事業者支援）

生活支援給付金給付事業（収入が減少している従業員等支援）

公共的空間安全・安心確保事業（指定管理施設支援）

GIGAスクール端末整備事業（小・中学校の端末整備）

学校臨時休業対策事業費補助金（給食物資加工業者等支援）

社会体育施設安全・安心確保事業（町営体育館の換気用網戸の設置）

感染症対策備蓄品購入事業（マスク、防護服等の整備）

農林水産業経営継続給付金事業（農業経営者支援）

新生児への特別定額給付金給付事業（新生児支援）

自然首都・只見ふるさときずな便助成事業（小包代金の一部助成）

移動スーパー等による地域の生活支援事業（移動販売車の貸与）

交流施設整備基本計画策定事業（湯ら里への新しい生活様式導入）

宿泊助成事業（宿泊事業者支援）

宿泊予約延期協力金（自粛要請に協力いただいた宿泊事業者支援）

新型コロナ対応インフルエンザ予防接種事業（費用負担）

　　　　　　　　　　　　　合　計
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３　10月以降に実施を予定している主な事業を紹介します。

　町内利用商品券発行事業　87,500 千円（実施時期　令和２年 11月～）
　外出自粛やインバウンド減少による需要減退等の影響を受けている町内商工事業者等を支援す
るため、町内限定で使用できる商品券を町民一人あたり 20,000 円分発行し、消費喚起による商
業活性化を図る。

No
13

　特別給付金給付事業　126,600 千円（実施時期　令和２年 11月～）
　今後も継続が想定される景気低迷による収入減や外出自粛での疲弊感を軽減し、町民生活を
支援するため、町民一人あたり30,000円を給付する。

No
14

　新生児への特別定額給付金給付事業　2,500千円（実施時期　令和２年10月～）
　国の特別定額給付金の基準日（４月27日）以降、令和 2年度内に町内で出生した新生児に対し、
一人あたり100,000円の特別定額給付金を給付する。

No
25

　自然首都・只見ふるさときずな便助成事業　14,720 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実施時期　令和２年 10月～）
　新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、町外で暮らす家族や友人などとの間で往来が慎重
になるなどの状況が続いているため、町民が町外に居住している友人、知人、家族等へ町民の方々
が生産された農産物や特産品、町内で購入された日用品などを送られる際に、小包代金の一部
（1回あたり上限 1,500円　5回まで）を助成する。

No
26

　移動スーパー等による地域の生活支援事業　8,000 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （実施時期　令和２年10月～）
　身近な商店等の減少により日常生活に必要な食料品、日用雑貨品等の購入が困難な地域が増
加しているため、生活物資の移動販売を行う者に対し車輌（4,000,000 円 ×２台分）を貸与し、
買い物弱者の地域課題を解決するとともに、移動販売を行う事業者を支援することで店舗での販
売による密を避けるなど新しい生活様式の導入を支援する。

No
27

　新型コロナ対応インフルエンザ予防接種事業　17,158千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （実施時期　令和２年 10月～）
　新型コロナウイルスとインフルエンザの症状が類似しており、医療体制の確保を図る必要がある
ことから、インフルエンザの流行に備えるため、町民のインフルエンザ予防接種費用の全額を補助
し負担軽減を図る。

No
31
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▲実際の授業の様子を覗く参加者
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９
月
15
日
、
朝
日
小
学
校
体
育
館
で
、

町
内
小
学
生
の
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、

温
暖
化
が
引
き
起
こ
す
問
題
に
つ
い
て
危

機
感
を
持
ち
行
動
を
起
こ
す
た
め
の
き
っ

か
け
作
り
を
目
的
と
し
た
講
演
会
「
キ

リ
バ
ス
と
温
暖
化
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
講
師
の
ケ
ン
タ
ロ
・
オ

ノ
さ
ん
が
、「
キ
リ
バ
ス
と
い
う
国
で
は
、

地
球
温
暖
化
で
失
わ
れ
る
思
い
出
が
あ

る
。
地
球
の
た
め
に
何
が
出
来
る
か
考

え
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
行
動
し
て

ほ
し
い
。」
と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
は
「
地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
た
め
に
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
た

い
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 ▲講師の森下さん（左）と金子さん（右）▲キリバスの伝統的衣装でお話しをされた

　ケンタロ・オノさん

▲休憩時間に質問をする児童 ▲ケンタロ・オノさんの話をメモに取る児童 ▲真剣に話を聞く児童たち

▲パトロール中、サルに遭遇し銃を構える深津さん

▲要望書を受取る宗像所長（右）と
　期成同盟会長（菅家町長）（左）

公
園
計
画
素
案
説
明
会
実
施

公
園
計
画
素
案
説
明
会
実
施

越
後
三
山
只
見
国
定
公
園
計
画
見
直
し

整
備
促
進
に
つ
い
て
県
に
要
望
活
動

整
備
促
進
に
つ
い
て
県
に
要
望
活
動

県
道
小
林
舘
の
川
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

　
９
月
24
日
、
期
成
同
盟
会
長
（
只
見

町
長
）、
副
会
長
（
亀
岡
区
長
）
が
、
会

員
を
代
表
し
て
南
会
津
建
設
事
務
所
を

訪
問
し
、
県
道
「
小
林
舘
の
川
線
」
の

早
期
整
備
を
求
め
る
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
以
前
よ
り
幅
員
の
狭
さ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
小
林
〜
亀
岡
間
の
道
路
改
良
や
、

雪
崩
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い
る
荒
島
〜

小
川
間
の
除
排
雪
体
制
整
備
に
つ
い
て
、

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
宗
像
南
会
津
建
設
事
務
所
長
は
、「
防

災
上
の
観
点
か
ら
も
し
っ
か
り
進
め
て
い

き
た
い
」
と
話
さ
れ
、
要
望
内
容
に
つ
い

て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
24
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で
、
只

見
柳
津
県
立
自
然
公
園
を
越
後
三
山
只
見

国
定
公
園
と
し
て
拡
張
す
る
こ
と
に
伴
う

公
園
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
福
島
県
自

然
保
護
課
主
催
で
説
明
会
が
実
施
さ
れ
、

次
の
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
現
在
の
県
立
自
然
公
園
周
辺
の
重
要

な
自
然
環
境
を
国
定
公
園
と
し
て
拡
張

○
保
護
規
制
の
強
化
等
（
普
通
地
域
の
一

部
↓
特
別
地
域
へ
移
行
等
）

○
施
設
計
画
に
つ
い
て
（
自
然
資
源
の
適

正
利
用
の
た
め
の
施
設
配
置
等
）

　
今
後
、
環
境
省
へ
申
出
、
省
庁
間
協

議
等
が
行
わ
れ
、
令
和
３
年
度
以
降
に
国

定
公
園
計
画
見
直
し
完
了
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

▲説明会に参加した地域住民の皆さん
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